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（
天
地
人
の
三
才
）
に
象
る
。
之
を
揲か

ぞ

う
る
に
四
を
以
て
し
て
、
以
て
四
時
に
象
る
。
奇

あ
ま
り

を
扐ろ

く

に
帰
し
て
（
左
手
の
薬
・
小
指
間
に
掛
け
る
）、
以
て
閏
に
象
る
。
五
歳
に
し
て
再
閏

な
り
。
故
に
再
扐
し
て
而
る
後
に
掛
く
。
乾
の
策
二
百
一
十
六
。
坤
の
策
百
四
十
有
四
凡

て
三
百
有
六
十
。
期
の
日
に
当
る
。
二
篇
の
策
万
有
一
千
五
百
二
十
。
万
物
の
数
に
当
る
。

是
の
故
に
四
営
し
て
易
を
成
し
、
十
有
八
変
し
て
卦
を
成
し
、
八
卦
に
し
て
小
成
す
。
引

い
て
之
を
伸
べ
、
類
に
触
れ
て
之
を
長
う
す
れ
ば
、
天
下
の
能
事
畢
る
。
道
を
顕
に
し
徳

行
を
神
に
す
。
是
の
故
に
与
に
酬

し
ゅ
う

酢さ
く

す
可
し
。
与
に
神
を
祐た

す

く
可
し
。
子
曰
く
。
変
化
の

道
を
知
る
者
は
、
其
れ
神
の
為
す
所
を
知
る
か
と
。」
筮
法
の
こ
と
は
暫
く
お
い
て
、
数
に

つ
い
て
観
る
に
、
天
は
陽
に
し
て
奇
、
地
は
陰
に
し
て
偶
。
故
に
一
三
五
七
九
の
五
は
天

の
数
、
二
四
六
八
十
の
五
は
地
の
数
で
あ
る
。
天
数
の
五
は
合
す
と
合
計
二
十
五
、
地
数

の
五
を
合
す
と
合
計
三
十
。
天
地
の
数
の
総
計
は
五
十
五
と
な
る
。
こ
の
五
十
五
は
一
切

の
変
化
を
成
し
、
陰
陽
の
屈
伸
消
長
即
ち
鬼
神
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
衍
は
進
衍

と
か
敷
衍
の
こ
と
で
あ
る
。
一
か
ら
十
ま
で
を
基
本
数
と
し
十
一
か
ら
復
円
し
て
無
限
の

数
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
一
か
ら
五
ま
で
は
純
数
で
（
生
は
一

は
じ
め

で
あ
り
、
化
は
二
で

あ
り
、
変
は
三
で
あ
り
、
体
は
四
で
あ
り
、
用
は
五
で
あ
る
。
故
に
数
は
唯
五
の
外
に
な

く
、
真
の
正
数
基
本
数
は
五
ま
で
で
あ
る
と
す
る
。
熊
崎
健
翁
）
生
数
で
あ
り
、
六
か
ら

十
ま
で
は
成
数
で
あ
る
。
故
に
そ
の
生
因
た
る
五
数
（
生
気
五
行
）
を
省
い
て
大
衍
の
数

五
十
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
十
数
の
陰
陽
の
変
化
の
理
を
敷
衍
し
て
天
地
万
物
の
生

成
消
滅
、
事
の
吉
凶
侮
吝
の
理
を
明
か
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 

元
素
は
不
変
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
物
理
学
は
、
神
道
で
示
さ
れ
て
い
る
世

界
に
入
り
、
気
と
か
霊
と
か
い
う
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
根
元
で
、
陽
子
、
中
性
子
、
中
間

子
、
陰
電
子
、
陽
電
子
な
ど
の
素
粒
子
は
独
立
し
た
も
の
で
な
く
お
互
に
変
化
し
合
う
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
元
素
も
人
工
的
に
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
易
は
「
変
わ
る
」
の
理

で
、
陽
は
陰
に
、
陰
は
陽
に
変
っ
て
八
卦
の
小
成
の
卦
、
六
十
四
の
大
成
の
卦
と
な
り
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
限
の
卦
爻
を
な
し
時
々
刻
々
変
化
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、

た
だ
人
は
そ
の
神
明
の
無
窮
玄
妙
に
は
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の

極
大
極
微
に
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の
極
大
極
微
に
い
た
り
得
な

い
と
同
じ
く
。
物
理
も
実
は
数
理
な
の
で
あ
る
。 

 

宇
宙
生
成
の
原
理
、
変
化
の
神
理
は
、
数
の
定
理
真
理
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
先
天
図
不
義 

八
卦
と
い
わ
れ
る
も
の
、
後
天
図
は
文
王
八
卦

図
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
八
卦
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
無
限
の
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
る
。

八
卦
は
神
の
数
で
あ
り
、
神
の
声
で
あ
る
。 

心
と
す
る
。
河
図
の
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
に
対
し
て
、
五
倫
（
君
臣
・
父

子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
）
の
道
と
も
す
る
。 

 

縦
横
斜
い
ず
れ
も
合
計
十
五
と
な
り
、
五
を
距
て
て
相
対
す
る
数
の
計
は
す
べ
て
十

と
な
る
。 

 

北
の
冬
至
一
よ
り
陽
は
左
旋
し
、
陽
数
三
を
乗
じ
て
、
東
に
三
、
そ
の
三
を
三
乗
し

て
、
南
に
九
、
そ
の
九
を
三
乗
し
て
、
西
に
二
十
七
の
基
本
数
の
七
、
そ
の
七
を
三
乗

し
て
、
二
十
一
の
一
と
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
が
な
い
。
南
の
夏
至
の
次
の
南
西
に
一

陰
生
じ
、
陰
の
始
め
の
数
は
二
、
そ
の
二
よ
り
陰
は
右
旋
し
、
陰
数
二
を
乗
じ
て
、
東

西
に
四
、
そ
の
四
を
二
乗
し
て
、
北
東
に
八
、
そ
の
八
を
二
乗
し
て
、
西
北
に
十
六
の

基
本
数
の
六
、
そ
の
六
を
二
乗
し
て
十
二
の
二
、
南
西
に
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
は
な

い
。
五
は
天
の
御
柱
、
（
天
之
御
中
主
神
・
天
照
大
御
神
・
立
極
垂
統
日
継
之
道
の
数

位
、
後
述
す
。
）
こ
れ
を
見
立
て
、
陰
陽
二
神
右
旋
左
旋
し
て
「
美
斗
能
麻
具
波
比
」

し
て
息
む
こ
と
な
く
、
陽
の
原
子
核
を
陰
電
子
は
右
旋
し
て
美
斗
能
麻
具
波
比
相
結
び

て
八
十
数
箇
の
元
素
を
生
じ
、
万
物
を
発
生
し
て
や
ま
ず
、
太
陽
、
地
球
ま
た
こ
の
法

則
に
運
行
し
て
天
地
位
す
。
畏
き
哉
！
稜
威
！ 

 

中
心
の
天
之
御
柱
建
ち
て
、
左
右
生
じ
、
前
後
生
ず
、
四
方
定
ま
っ
て
四
隅
生
じ
、

八
位
備
っ
て
天
地
の
象
形
成
る
。
陽
は
九
に
終
り
、
陰
は
八
に
終
る
。
左
旋
右
旋
し
て

や
ま
ず
、
美
斗
能
麻
具
波
比
、
結
び
、
産
霊
の
道
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。 

  

 

          

 

神
道
（
五
）（
大
和
世
界
の
建
設
） 

 
 
 
 
 
 

竹
葉 

秀
雄 

古
事
記 

 

北
と
一

は
じ
め 

(

３) 

 
 
―

八
卦
と
洪
範
九
疇

こ
う
は
ん
き
ゅ
う
ち
ゅ
う―

 

 

神
霊
界
の
真
理
、
数
霊
の
厳
正
荘
厳
な
る
世
界
の
一
端
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。 

易
八
卦
の
数
理 

 

説
卦
伝
に
云
う
。「
昔
は
聖
人
の
易
を
作つ

く

る
や
、
神
明
を
幽
賛

ゆ
う
さ
ん

し
て
著し

を
生
ず
。
天
を
参さ

ん

に

し
地
を
両

り
ょ
う

に
し
て
数
を
倚た

つ
。
変へ

ん

を
陰
陽

い
ん
よ
う

に
観み

て
卦か

を
立
て
、
剛ご

う

柔
じ
ゅ
う

を
発
揮
し
て
爻こ

う

を
生

ず
。
道
徳

ど
う
と
く

に
和
順

わ
じ
ゅ
ん

し
て
義ぎ

を
理お

さ

め
、
理り

を
窮き

わ

め
性せ

い

を
尽つ

く
し
て
、
以
て
命
に
至
る
。
」
と
。
幽

は
深
い
、
賛
は
助
け
る
で
、
著し

は
「
め
と
ぎ
」
で
今
は
筮
竹
五
十
本
を
以
っ
て
神
明
の
幽
理

を
助
け
る
の
で
あ
る
。
天
は
陽
に
し
て
奇
数
、
地
は
陰
に
し
て
偶
数
、
一
は
数
の
始
め
で
あ

る
か
ら
奇
数
と
し
て
目
せ
ず
。
三
を
以
て
奇
数
の
始
と
し
、
二
を
偶
数
の
始
め
と
す
る
。
こ

の
陰
陽
奇
偶
の
変
化
を
観
て
八
卦
ま
た
六
十
四
卦
と
そ
の
爻
三
八
二
を
生
じ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
道
徳
に
和
順
し
て
義
を
理
め
、
理
を
窮
め
性
を
尽
し
て
、
以
て
天
命
に
至
る
と
す
る
の
で

あ
る
。 

 

繋
辞
上
伝
に
云
ふ
。「
天
一
地
二
。
天
三
地
四
。
天
五
地
六
。
天
七
地
八
。
天
九
地
十
。
天

の
数
五
。
地
の
数
五
。
五
位
相
得
て
各
々
合
う
こ
と
あ
り
。
天
の
数
二
十
有
五
。
地
の
数
三

十
。
凡
そ
天
地
の
数
五
十
五
。
此
れ
変
化
を
成
し
、
鬼
神
を
行
ふ
所
以
な
り
。
大
衍

た
い
え
ん

の
数
五

十
。
其
の
用
四
十
九
。
分
ち
て
二
と
為
し
、
以
て
両
（
天
地
）
に
象か

た

ど
る
。
一
を
掛
け
て
三

扐
に
帰
し
て
（
左
手
の
薬
・
小
指
間
に
掛
け
る
）、
以
て
閏
に
象
る
。
五
歳
に
し
て
再
閏
な
り
。

故
に
再
扐
し
て
而
る
後
に
掛
く
。
乾
の
策
二
百
一
十
六
。
坤
の
策
百
四
十
有
四
凡
て
三
百
有

六
十
。
期
の
日
に
当
る
。
二
篇
の
策
万
有
一
千
五
百
二
十
。
万
物
の
数
に
当
る
。
是
の
故
に

四
営
し
て
易
を
成
し
、
十
有
八
変
し
て
卦
を
成
し
、
八
卦
に
し
て
小
成
す
。
引
い
て
之
を
伸

べ
、
類
に
触
れ
て
之
を
長
う
す
れ
ば
、
天
下
の
能
事
畢
る
。
道
を
顕
に
し
徳
行
を
神
に
す
。

是
の
故
に
与
に
酬
酢
す
可
し
。
与
に
神
を
祐
く
可
し
。
子
曰
く
。
変
化
の
道
を
知
る
者
は
、

其
れ
神
の
為
す
所
を
知
る
か
と
。
」
筮
法
の
こ
と
は
暫
く
お
い
て
、
数
に
つ
い
て
観
る
に
、
天

は
陽
に
し
て
奇
、
地
は
陰
に
し
て
偶
。
故
に
一
三
五
七
九
の
五
は
天
の
数
、
二
四
六
八
十
の

五
は
地
の
数
で
あ
る
。
天
数
の
五
は
合
す
と
合
計
二
十
五
、
地
数
の
五
を
合
す
と
合
計
三
十
。

天
地
の
数
の
総
計
は
五
十
五
と
な
る
。
こ
の
五
十
五
は
一
切
の
変
化
を
成
し
、
陰
陽
の
屈
伸

消
長
即
ち
鬼
神
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
衍
は
進
衍
と
か
敷
衍
の
こ
と
で
あ
る
。
一
か

ら
十
ま
で
を
基
本
数
と
し
十
一
か
ら
復
円
し
て
無
限
の
数
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
一
か

ら
五
ま
で
は
純
数
で
（
生
は
一
で
あ
り
、
化
は
二
で
あ
り
、
変
は
三
で
あ
り
、
体
は
四
で
あ

り
、
用
は
五
で
あ
る
。
故
に
数
は
唯
五
の
外
に
な
く
、
真
の
正
数
基
本
数
は
五
ま
で
で
あ
る

と
す
る
。
熊
崎
健
翁
）
生
数
で
あ
り
、
六
か
ら
十
ま
で
は
成
数
で
あ
る
。
故
に
そ
の
生
因
た

る
五
数
（
生
気
五
行
）
を
省
い
て
大
衍
の
数
五
十
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
十
数
の
陰
陽

の
変
化
の
理
を
敷
衍
し
て
天
地
万
物
の
生
成
消
滅
、
事
の
吉
凶
侮
〇
の
理
を
明
か
に
す
る
の

で
あ
る
。 

 

元
素
は
不
変
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
物
理
学
は
、
神
道
で
示
さ
れ
て
い
る
世
界

に
入
り
、
気
と
か
霊
と
か
い
う
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
根
元
で
、
陽
子
、
中
性
子
、
中
間
子
、

陰
電
子
、
陽
電
子
な
ど
の
素
粒
子
は
独
立
し
た
も
の
で
な
く
お
互
に
変
化
し
合
う
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
元
素
も
人
工
的
に
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
易
は
「
変
わ
る
」
の
理
で
、
陽
は

陰
に
、
陰
は
陽
に
変
っ
て
八
卦
の
小
成
の
卦
、
六
十
四
の
大
成
の
卦
と
な
り
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
無
限
の
卦
爻
を
な
し
時
々
刻
々
変
化
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
人
は
そ

の
神
明
の
無
窮
玄
妙
に
は
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の
極
大
極
微
に
い

た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の
極
大
極
微
に
い
た
り
得
な
い
と
同
じ
く
。
物

理
も
実
は
数
理
な
の
で
あ
る
。 

 

宇
宙
生
成
の
原
理
、
変
化
の
神
理
は
、
数
の
定
理
真
理
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
先
天
図
不
義 

八
卦
と
い
わ
れ
る
も
の
、
後
天
図
は
文
王
八
卦
図

と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
八
卦
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
無
限
の
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
る
。
八
卦

は
神
の
数
で
あ
り
、
神
の
声
で
あ
る
。 
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と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
元
素
も
人
工
的
に
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
易
は
「
変
わ
る
」
の
理

で
、
陽
は
陰
に
、
陰
は
陽
に
変
っ
て
八
卦
の
小
成
の
卦
、
六
十
四
の
大
成
の
卦
と
な
り
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
限
の
卦
爻
を
な
し
時
々
刻
々
変
化
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、

た
だ
人
は
そ
の
神
明
の
無
窮
玄
妙
に
は
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の

極
大
極
微
に
い
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
文
物
理
が
宇
宙
の
極
大
極
微
に
い
た
り
得
な

い
と
同
じ
く
。
物
理
も
実
は
数
理
な
の
で
あ
る
。 

 

宇
宙
生
成
の
原
理
、
変
化
の
神
理
は
、
数
の
定
理
真
理
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
先
天
図
不
義 

八
卦
と
い
わ
れ
る
も
の
、
後
天
図
は
文
王
八
卦

図
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
八
卦
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
無
限
の
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
る
。

八
卦
は
神
の
数
で
あ
り
、
神
の
声
で
あ
る
。 

                  

第
二
章 

農
の
史
学
的
考
察 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

菅
原 

兵
治 

～
第
一
節 

文
質
交
替
史
観
～ 

 

一
、
造
化
の
本
質 

 

造
化
の
本
質
と
は
要
す
る
に
其
の
も
の
を
し
て
其
の
も
の
た
ら
し
む
る
本
質
的
生
命
力

で
あ
る
。
我
が
国
に
於
け
る
造
化
の
本
質
は
尊
王
の
大
義
で
あ
る
。
こ
の
も
の
な
か
り
せ

ば
日
本
は
既
に
日
本
な
ら
ざ
る
国
家
と
な
る
。
我
が
国
史
に
於
て
尊
王
の
大
義
を
忘
る
る

に
至
る
時
は
、
如
何
な
る
文
明
も
文
化
も
、
要
す
る
に
浮
文
浮
華
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

二
、
文
質
両
態
度
の
特
徴 

 

文
質
両
態
度
に
就
い
て
は
、
前
章
に
於
て
既
に
其
の
本
質
を
説
明
し
た
け
れ
ど
も
、
猶

本
章
に
於
て
史
的
立
場
よ
り
之
を
見
ん
と
す
る
に
当
り
、
特
に
明
か
に
な
し
置
く
を
必
要

と
す
る
事
項
に
就
き
左
に
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
。 

国
家
的 

政
教 

個
人
的 

生
活 

根
本
的 

特
徴 

 

一
、
法
制
設
備
徒
ら
に
煩
瑣
と
な
る
も
、
民
心
は 

弛
緩
す
。
華
麗
な
る
殿
堂
建
築
、
土
木
工
事
が
盛

ん
に
誇
り
行
わ
る
る
に
至
る
。
（
経
済
国
難
） 

二
、
末
梢
的
文
化
の
贅
積
に
狂
い
、
国
体
の
本
質
を

忘
れ
、
国
民
精
神
の
昏
睡
を
来
す
。（
思
想
国
難
） 

一
、
生
活
が
奢
侈
遊
惰
に
な
り
、
唯
物
的
享
楽
的
と

な
る
。 

二
、
功
利
に
趨
り
、
理
智
を
誇
る
。 

理
想
精
神
萎
微
沈
滞―

従
っ
て
内
的
感
激
薄
ら

ぎ
、
其
の
無
感
激
の
生
活
を
補
う
べ
く
外
的
享
楽

に
趨
る
。 

文
（
浮
文
）
的
特
徴 

一
、
法
制
施
設
簡
素
に
し
て
、
し
か

も
上
下
緊
張
せ
る
進
取
的
気
象

を
有
す
。 

二
、
国
民
的
精
神
勃
興
し
、
国
民
的

活
動
が
活
発
と
な
る
。 

一
、
生
活
が
簡
素
剛
健
な
り
。 

二
、
義
理
人
情
を
重
ん
ず
。 

理
想
精
神
旺
盛
活
発―

従
っ
て

向
上
心
強
く
、
内
的
感
激
盛
ん
に

し
て
外
的
享
楽
に
感
心
す
る
暇

な
し
。 

質
的
特
徴 
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文
質
両
状
態
に
於
け
る
世
相
の
特
徴
は
以
上
の
表
解
に
よ
っ
て
大
体
了
知
し
得
る
こ
と

と
思
う
の
で
、
解
説
的
叙
述
は
こ
れ
を
省
略
す
る
。
要
す
る
に
人
間
に
旺
盛
な
る
理
想
精

神
が
失
わ
れ
て
来
る
と
、
外
的
享
楽
に
耽
る
よ
う
に
な
る
処
か
ら
、
其
処
に
お
の
ず
と
浮

文
的
世
相
が
現
出
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
故
に
浮
文
的
時
相
は
必
ず
世
紀
末
的
時
代
に
随

伴
す
る
現
象
で
あ
る
。
呻
吟
語
に
「
士
、
鮮
衣
美
食
浮
談
快
説
し
て
、
日
を
玩
び
、
時
を

愒
む
さ
ぼ

り
、
而
し
て
農
工
を
以
て
村
鄙
と
な
す
。
女
、
粉
を
伝つ

け
、
花
を
簪か

ざ

し
、
冷
容
学
態
袖

手
楽
遊
し
て
、
而
し
て
勤
倹
を
以
て
恥
辱
と
な
す
。
官
、
従
を
盛
に
し
、
供
を
豊
か
に
し
、

繁
文
褥
節
、
世
態
を
奔
逐
し
て
、
而
も
教
養
を
以
て
迂
儒
と
な
す
。
世
道
為
に
傷
心
す
べ

し
。」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
正
し
く
浮
文
的
生
活
の
相
で
あ
ろ
う
。
然
も
世
の
凡
衆
は

之
を
以
て
「
文
化
人
」
「
粋
な
人
」
「
開
け
た
人
」「
都
人
」
の
文
化
的
生
活
と
し
て
誇
り
、

只
管
に
感
覚
的
享
楽
生
活
に
耽
る
時
、
質
的
生
活
者
は
、
簡
素
質
樸
な
生
活
に
甘
ん
じ
つ

つ
、
実
は
裏う

ち

に
深
く
強
き
活
力
を
潜
蔵
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
史
上
に
一
例
を
取
れ
ば
、

平
安
末
期
に
於
け
る
京
都
の
公
卿
と
、
鎌
倉
の
武
士
と
の
対
象
が
そ
の
適
例
で
あ
ろ
う
。

泰
時
が
夜
半
生
味
噌
を
嘗
め
て
冷
酒
を
飲
み
つ
つ
国
事
を
論
ぜ
し
が
如
き
、
些
事
で
は
あ

る
が
見
逃
す
こ
と
の
出
来
ぬ
一
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

か
く
て
浮
文
的
状
態
に
陥
る
と
思
想
的
に
於
て
も
、
経
済
的
に
於
て
も
む
だ
花
が
非
常

に
多
く
な
る
。
随
っ
て
思
想
国
難
、
経
済
国
難
は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
て
、
之
を
救
済
す

る
所
以
の
道
は
実
に
帰
質
の
一
途
に
あ
る
。 

 

思
う
に
「
明
治
維
新
」
の
精
神
は
実
に
「
王
政
復
古
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
日
本
国
家
に

於
け
る
「
維
新
」
は
「
復
古
」
を
其
の
本
質
と
す
る
。
然
し
復
古
と
は
決
し
て
時
代
の
逆
行

の
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
実
に
「
帰
本
」
の
言
で
あ
り
、「
帰
質
」
の
言
で
あ
る
。
か
く

て
現
下
の
世
相
を
顧
み
つ
つ
私
共
は
最
も
真
剣
に
日
本
国
家
に
於
け
る
史
上
の
文
質
循
環

の
推
移
を
反
省
す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。 

       

千
早
鍛
錬
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

夏
南 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

今
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
の
三
日
間
、
日
本
学
協
会
主
催
の
千
早
鍛
錬
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
い
た
。
日
本
学
協
会
は
国
史
学
者
で
あ
る
平
泉
澄
先
生
を
師
と
仰
ぐ
会
で
あ
り
、

大
楠
公
が
城
を
構
え
ら
れ
た
千
早
に
て
行
わ
れ
る
鍛
錬
会
は
六
十
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
。

大
楠
公
を
敬
慕
す
る
日
本
人
の
一
人
と
し
て
伝
統
あ
る
鍛
錬
会
に
参
ず
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
大
変
な
喜
び
で
あ
り
、
さ
ら
に
班
長
の
大
任
を
頂
き
、
僭
越
な
が
ら
も
班
の
運
営

を
任
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

鍛
錬
会
の
目
標
は
言
う
ま
で
も
な
く
大
楠
公
の
高
潔
な
る
大
志
を
敬
仰
し
、
己
自
ら
が

令
和
の
楠
公
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
道
筋
と
し
て
先
生
方
の
講
義
を
拝
聴

し
、
班
会
に
て
討
議
を
行
い
理
解
を
深
め
る
。
さ
ら
に
知
的
に
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

南
朝
ゆ
か
り
の
聖
地
を
廻
り
、
肌
感
覚
と
し
て
当
時
の
偉
業
を
偲
ぶ
の
で
あ
る
。 

 

後
醍
醐
天
皇
様
の
お
祭
り
さ
れ
て
い
る
吉
野
神
宮
、
こ
こ
で
は
宮
司
様
よ
り
南
面
す
べ

き
神
社
が
北
面
し
て
い
る
深
意
を
ご
説
明
頂
い
た
。
本
来
神
社
は
南
向
き
に
建
て
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
時
勢
の
為
志
成
ら
ず
吉
野
に
都
を
開
か
れ
た
後
醍
醐
天
皇
様
は
、
常
に

京
都
に
帰
還
し
、
正
し
き
政
治
を
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。
其
の
為
、
神
社
は
そ
の

尊
き
御
志
の
通
り
北
は
京
都
に
向
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
後
に
訪
れ
た
後

醍
醐
天
皇
御
陵
も
、
同
じ
く
北
面
し
て
居
り
、
全
く
同
じ
御
志
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

雨
天
の
為
千
早
城
に
登
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
前
回
、
前
々
回
と
鍛
錬
会
に
参
加
し
て
、
こ
の
城
で
の
感
動
を
印
象
的
に
記
憶
し
て

い
た
だ
け
に
、
尚
更
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
が
一
首
あ
り
、
鍛
錬
会
の
最
後
に

提
出
す
る
歌
と
し
た
。 

雨
降
る
も 
神
の
縁

え
に
し

か 

秋
雨
に 

濡
れ
て
光
れ
る 

城
の
き
ざ
は
し 

班
会
で
は
班
員
に
恵
ま
れ
議
論
を
深
い
と
こ
ろ
ま
で
行
う
こ
と
が
出
来
、
勉
強
に
な
る

と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。
講
義
の
テ
ー
マ
は
大
楠
公
、
崎
門

学
、
世
界
情
勢
と
多
岐
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
テ
ー
マ
も
掘
り
下
げ
て
行
け
ば
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必
ず
近
代
化
の
批
判
と
農
本
自
治
の
重
要
性
と
な
り
、
両
極
を
結
び
行
く
皇
室
の
国
体
原

理
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
非
常
な
学
識
を
お
持
ち
の
班
員
の
方
々
と
の
討
論
を
通
し
て
、
頽

廃
し
行
く
現
代
日
本
の
根
底
を
洞
察
し
、
今
後
如
何
な
る
思
想
に
基
づ
き
、
如
何
な
る
具

体
策
を
実
践
し
て
行
く
べ
き
か
を
語
り
合
え
た
時
間
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が
班

長
を
務
め
た
第
二
班
は
班
員
四
人
が
皆
三
十
代
以
下
で
あ
っ
た
が
、
若
い
青
年
に
戦
後
の

所
謂
「
保
守
」
思
想
を
越
え
て
日
本
を
根
底
か
ら
揺
り
動
か
さ
ん
と
の
大
望
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
を
強
く
感
ず
る
三
日
間
と
な
っ
た
。 

聖
地
吉
野
の
地
に
て
大
楠
公
の
加
護
を
受
け
つ
つ
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
の
出
来
る
鍛
錬

会
は
尊
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
参
加
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

                   

と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

美
恵 

 

 
 
 

 

猛
暑
が
去
り
、
と
よ
く
も
農
園
に
も
時
々
爽
や
か
な
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
雨
後
に
畑
に
出
て
み
る
と
、
雫
が
蜘
蛛
の
巣
の
上
で
光
り
、
風
に
な
び
い
て
い
る
姿
を

目
に
し
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
月
は
、
ネ
ギ
の
定
植
と
収
穫
・
出
荷
、
里
芋
の
手
入
れ
各
畑
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。 ま

ず
は
ネ
ギ
の
収
穫
に
つ
い
て
で
す
。
今
月
は
台
風
の
影
響
で
値
段
が
上
が
り
、
先
月

の
倍
以
上
の
価
格
、
一
箱
三
〇
〇
〇
円
に
な
っ
た
の
で
、
少
し
で
も
多
く
出
荷
が
で
き
る

よ
う
朝
か
ら
収
穫
に
行
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
台
風
で
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
い
全
国
的
に

ネ
ギ
の
収
量
が
落
ち
る
と
、
無
事
だ
っ
た
ネ
ギ
の
値
段
は
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
一
農
家
と

し
て
は
、
少
し
で
も
野
菜
が
高
く
売
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
が
、
そ
の
陰
に
は
泣
い
て

い
る
農
家
が
い
る
と
思
う
と
、
複
雑
な
気
持
ち
で
の
出
荷
で
す
。 

続
い
て
里
芋
の
草
刈
り
、
追
肥
、
水
張
り
で
す
。

自
分
達
の
背
丈
を
越
え
る
葉
を
つ
け
た
里
芋
は
、
青

い
空
の
下
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
八

月
が
肥
大
期
な
の
で
、
追
肥
や
水
張
り
を
行
い
、
こ

ま
め
に
様
子
を
見
に
行
き
ま
す
。
九
月
半
ば
か
ら
収

穫
で
き
る
の
で
、
今
か
今
か
と
そ
の
時
期
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

最
後
は
草
刈
り
で
す
。
夏
の
暑
さ
と
雨
で
、
刈
っ

た
側
か
ら
草
が
生
え
て
き
ま
す
が
、
そ
の
草
を
刈
る

こ
と
も
、
大
切
な
農
作
業
の
一
つ
で
す
。
現
在
は
刈

っ
た
草
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
が
、
行
く
行
く

は
鶏
を
飼
い
、
餌
と
し
て
そ
の
草
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鶏
糞
を
畑
に

ま
き
、
肥
料
に
す
る
こ
と
で
、
自
給
自
足
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
月

は
ひ
の
心
を
継
ぐ
会
会
員
の
う
す
井
さ
ん
と
、
先
月
か
ら
勉
強
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
藤

本
さ
ん
が
畑
に
手
伝
い
に
来
て
下
さ
り
、
お
二
人
と
も
精
力
的
に
草
刈
り
や
ネ
ギ
の
収
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穫
・
皮
む
き
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
姿

を
見
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
、
私
達
の
家
族
以
外
に

も
有
志
の
方
が
集
ま
り
、
と
も
に
農
作
業
に
勤
し
む

場
所
に
と
よ
く
も
農
園
が
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今
月
来
て
下
さ
っ
た
う
す
井
さ
ん
や
藤
本
さ
ん
の

よ
う
に
、
進
ん
で
農
作
業
を
手
伝
い
に
来
て
下
さ
っ

た
り
、
資
金
面
で
ひ
の
心
を
継
ぐ
会
の
援
助
を
し
て

下
さ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
自
給
自
足
、
自
治
、
勤

皇
村
建
設
へ
の
着
実
な
一
歩
と
な
る
た
め
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
、
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

   

  
                

 

★
活
動
報
吿 

・
八
月
七
日
（
水
）
方
向
性
相
談
会
を
開
催
。 

・
八
月
二
十
一
日
（
水
）
勉
強
会
『
古
事
記
』
を
開
催
。 

 

★
今
後
の
豫よ

定
て
い 

・
九
月
四
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て 

 
 

 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松󠄁
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

 

・
九
月
十
八
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
古
事
記
』 

 
 

 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松󠄁
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 ★
一
燈
照
偶 

万
燈
照
国 

 
 

ひ
の
心
を
継
ぐ
会
は
竹
葉
秀
雄
・
近
藤
美
佐
子
両
先
生
の
精
神
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
会
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周

囲
の
人
々
の
心
に
「
ひ
」
を
燈
し
、
や
が
て
そ
れ
が
国
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
活
動
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
会
費 

・
一
般
会
員 

 
 
 
 
 

三
千
円 

・
賛
助
会
員 

 
 

 
 
 

一
万
円 

・
特
別
賛
助
会
員 

 
 

 

三
万
円 

・
支
援
会
員 

 
 
 
 
 

一
万
円 


